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常
に
控
え
め
に
、
物
静
か
な
中
に
、
突
飛

な
ユ
ー
モ
ア
を
醸
し
出
す
伊
藤
秀
雄
さ
ん
が

逝
っ
て
早
く
も

一
年
が
過
ぎ
去
っ
た
。

一
昨
年
、
傘
寿
を
迎
え
た
伊
藤
さ
ん
と
歳

祝
い
の
約
束
を
し
、
そ
の
連
絡
の
最
中
に
急

逝
を
知
ら
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
突
然
の

事
に
て
愕
然
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

伊
藤
さ
ん
と
は
同
じ
職
場
で
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
部
署
違
い
で

一
度
も
顔
を
会
わ

せ
る
機
会
は
無
か
っ
た
が
、

平
成
七
年
、
た
ま
た
ま
秋

田
・
ソ
ウ
ル
間
チ
ヤ
ー
タ
ー

便
促
進
の

一
環
と
し
て
企

画
さ
れ
た
韓
国

へ
の
登
山

を
秋
田
魁
新
報
社
か
ら
依

頼
さ
れ
、
そ
の
一
員
と
し
て

参
加
さ
れ
た
の
が
初
対
面

で
あ
つ
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
退
職
後
も

元
職
場
の
有
志
登
山
が
主

体
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
山
岳
会

へ
の
入
会

は
意
外
に
遅
く
、
元
同
僚
の
鎌
田
倫
夫
さ
ん

の
紹
介
で
平
成
十
四
年
に
入
会
、
既
に
古
希

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
頃
で
あ
つ
た
。

伊
藤
さ
ん
と
の
山
行
は
十
八
年
間
ほ
ど
で

あ
っ
た
が
、
入
会
以
後
の
山
行
は
積
極
的
で
、

年
令
を
感
じ
さ
せ
な
い
行
動
力
を
も
っ
て
い

て
、
い
つ
も
周
囲
の
登
山
者
を
驚
か
せ
る
存

在
で
も
あ
っ
た
。

特
に
、
日
本
山
岳
会
創
立
百
周
年
記
念
事

業
の
日
本
列
島
中
央
分
水
嶺
踏
査
登
山
で

は
、
秋
田
支
部
担
当
区
間
の
奥
羽
山
脈

へ
積

極
的
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
縦
走
し
た
分
水
嶺

上
の
延
べ
距
離
数
は
、
全
国

一
四

一
六
名
参

加
者
の
内
、
第
六
位
と
い
う
記
録
を
だ
し
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

も
古
希
を
迎
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
驚
き
で

も
あ
っ
た
。
も
し
、
五
番
森
山
頂
で
倒
れ
て

い
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
第

一
位
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
分
県
登
山
ガ
イ
ド

「秋
田
県
の
山
」

六
九
座
を
早
々
に
完
登
。
さ
ら
に

「岩
手
県

の
山
」
六
四
座
を
大
方

単
独
行
で
完
登
。
さ
ら

に
は
韓
国
の
山
々
や

県
外
の
名
山
は
も
と

よ
り
、
県
内
の
里
山

・

薮
山
、
２
等
三
角
点
の

山
々
へ
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
積
極
的
に
登

り
、
大
い
に
登
山
の
醍

醐
味
を
人

一
倍
楽
し

ん
で
い
た
。

た
だ
、
返
す
返
す
も
残
念
な
事
は
、
伊
藤

さ
ん
が
県
内
の
一
等
三
角
点
の
内
、
唯

一
残

さ
れ
て
い
た
長
場
内
山
を
、
翌
年
に
登
る
約

束
を
し
て
い
た
の
が
実
現
さ
れ
ず
に
逝

っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
秋
田
支
部
の
運
営
に
あ
た
つ
て
も
、

総
務
担
当
委
員
と
し
て
事
務
局
を
心
強
く
支

え
て
く
だ
さ
り
、
特
段
の
ご
協
力
を
頂
い
て

き
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
力
強
い

協
力
者
を
ま
た
し
て
も
失
い
残
念
で
な
ら
な

い
。
い
つ
も
楽
し
い
ジ
ョ
ー
ク
で
皆
を
笑
わ

せ
、
常
に
周
囲
に
気
を
配
り
、
山
行
の
度
に

持
参
す
る

「蒸
か
し
サ
ツ
マ
イ
モ
」
は
楽
し

み
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

最
後
に
、
数
多
く
の
山
行
に
ご
同
行
下
さ

つ
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
、
愛
称

・
サ
ツ
マ

イ
モ
の
伊
藤
秀
雄
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（合
掌
）

写
真
右
　
分
水
嶺
踏
査

須
川
温
泉
か
ら
桑
原
岳

へ
の
縦
走
途
中
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
Ｐ

（
一
〇
七
〇

ｍ
）
山
頂
で

蒸
か
し
サ
ツ
マ
イ
モ
を
食
べ
る
。

平成 24年 5月 22日

韓国・月出山での伊藤さん
平成 18年 5月 12日

小生   伊藤さん
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岳
兄
伊
藤
秀
雄
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日
午
後
七
時
頃
、

佐
々
本
支
部
長
よ
り
伊
藤
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
、

自
宅
に
安
置
さ
れ
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、

鈴
木
事
務
局
長
と
二
人
で
自
宅
を
弔
問
し
ま

し
た
。
余
り
に
も
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
驚

嘆
し
た
次
第
で
し
た
。

い
つ
も
温
和
で
誠
実
な
態
度
、
そ
し
て
勤

勉
家
で
あ
り
、
良
き
岳
兄
で
あ
り
ま
し
た
。

山
行
計
画
も
微
に
入
り
細
に
亘
る
計
画
を

基
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
体
調
に
は
充
分
配
慮
さ
れ
て
お

ら
れ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

伊
藤
さ
ん
は
、
秋
田
市
役
所
を
定
年
退
職

さ
れ
て
か
ら
、
日
本
山
岳
会
に
は
平
成
十
四

年
に
入
会
、
以
降
今
日
ま
で
約
十
年
間
、
短

い
期
間
で
し
た
が
濃
密
な
山
仲
間
と
し
て
ご

厚
誼
を
賜
り
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
日
本
山
岳
会
創
立
百
周
年

記
念
事
業
と
し
て
の
分
水
嶺
調
査

・
平
成
十

五
年
か
ら
十
八
年
ま
で
行
わ
れ
た
秋
田
支
部

担
当
区
間
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
二
十

日
間
、
三
二

一
ｋ
ｍ
を
踏
破
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
年
二
月
に
行
わ
れ
た
分
水
嶺
フ
オ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
て
の
寄
稿
文
に
は

「三
年
有

余
を
か
け
た
分
水
嶺
調
査
で
、
薮
漕
ぎ
や
苦

労
し
て
学
ん
だ
体
験
を
基
に
、
自
然
環
境
破

壊
の
進
ん
で
い
る
昨
今
、
自
然
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
の
山
行
で
あ
り
た
い
。
」
と
、
自

然
破
壊
等
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
く
れ
た
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
、
思
え
ば
伊
藤
さ
ん
と
の
最
後
の
海
外

登
山
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
六
日
間
、
朝
鮮
半
島
最
高
峰

・

長
白
山

（自
頭
山
）
で
し
た
。
中
国
と
北
朝

鮮
の
国
境
に
鎮
座
し
て
お
り
、
朝
鮮
民
族
は

一
生
に

一
度
は
訪
れ
た
い
聖
地
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
と
小
生
は
、
雨
の
た
め

登
頂
は
断
念
し
ま
し
た
が
、
見
事
な
長
白
瀑

布
や
天
池
を
見
学
、
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
二
十
四
年
人
月
二
十
二
日
の
太
平
山
登

山
が
あ
り
ま
す
。
岳
友
の
堀
井
弘
さ
ん
、
伊

藤
さ
ん
、
小
生
は
、
旭
又
登
山
口
で
昼
食
後
、

奥
岳
を
目
指
し
て
出
発
。
新
築
さ
れ
た
奥
宮

参
籠
所
に

一
泊
。
満
天
の
星
空
と
秋
田
市
街

地
の
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
時
間
の
過
ぎ

る
の
も
忘
れ
、
杯
を
汲
み
交
わ
し
ま
し
た
。

翌
日
、　
一
緒
に
ご
来
光
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

伊
藤
さ
ん
が
突
然
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
は
伊
藤
さ
ん
と
高
橋
（忠
）

さ
ん
が
傘
寿
、
佐
々
木
支
部
長
が
喜
寿
、
そ

し
て
私
が
古
希
で
あ
っ
た
。
「本
会
の
晩
餐
会

が
終
わ
つ
た
ら
、
歳
祝
い
の
人
さ
声
か
け
て
、

み
ん
な
で
忘
年
会
や
る
べ
」
と
話
し
て
い
た

の
で
、
東
京
か
ら
帰
つ
た
翌
日

（十
二
月
二

日
）
、
何
度
も
電
話
し
た
が
留
守
だ
つ
た
。
携

帯
電
話
も
通
じ
な
か
っ
た
。
「ま
た
温
泉
に
骨

休
め
に
行

っ
た
ん
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い
た

が
、
さ
す
が
三
日
間
も
過
ぎ
る
と
心
配
に
な

り
、
家
族
に
連
絡
を
と
つ
て
亡
く
な

つ
た
こ

と
を
知
り
、
茫
然
と
し
て
し
ま
つ
た
。

伊
藤
さ
ん
と
私
は
、
部
署
は
違

つ
て
い
た

が
同
じ
職
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
と
な

く
知
っ
て
い
た
が
、
伊
藤
さ
ん
が
退
職
後
に

秋
田
支
部
に
入
会

（平
成
十
四
年
）
し
て
か

ら
、
「は
し
ご
山
の
会
」
や
個
人
山
行
、
支
部

山
行
等
、
一
緒
に
登
る
こ
と
が
多
く
な
つ
た
。

伊
藤
さ
ん
の
頑
張
り
は
、
分
水
嶺
調
査
で

発
揮
さ
れ
た
。
県
境
ま
で
は
遠
く
、
三
時
、

小
生
に
と
つ
て
何
年
振
り
の
奥
岳
小
屋
泊
り

だ
ろ
う
か
と
数
え
て
お
り
ま
し
た
。

堀
井
弘
さ
ん
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
朝

食
後
下
山
し
、
無
事
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
、
貴
方
と
の
今
ま
で
の
事
象
が

走
馬
燈
の
如
く
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
両
親
の

お
わ
し
ま
す
黄
泉
の
国
で
、
ゆ
つ
く
り
と
お

休
み
く
だ
さ
い
。
さ
よ
う
な
ら
　
　
（合
掌
）

四
時
の
早
朝
出
発
。
残
雪
期
に
長
距
離
の
主

稜
線
を
よ
く
歩
い
た
も
の
だ
と
思
う
。

私
の
目
標
と
し
て
い
た

「東
北
百
名
山
」

に

一
緒
に
登
っ
て
い
た
頃
の
平
成
十
五
年
人

月
、
福
島
県
。帝
釈
山
の
山
頂
に
着
い
た
時
、

伊
藤
さ
ん
の
ザ
ツ
ク
か
ら
丸
ご
と
の
ス
イ
カ

が
出
て
き
て
驚
い
た
。
他
の
登
山
者
に
も
振

る
舞
わ
れ
、
大
喜
び
さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

平
成
十
八
年
八
月
、
飯
豊
山

。
大
日
岳
で

は
川
入
か
ら
入
山
し
、
三
国
小
屋
手
前
の
剣

ケ
峰
の
岩
稜
で
突
然
豪
雷
雨
に
襲
わ
れ
、
必

死
で
伏
せ
、
全
身
び
し
ょ
濡
れ
、
あ
ま
り
の

怖
し
さ
に

「伊
藤
さ
ん
、
こ
こ
で
死
ん
で
も

運
命
だ
な
」
と
言
っ
た
ら

「ま
だ
死
ん
で
ら

い
ね
」。
そ
の
後
、
何
度
も
何
度
も

「お
っ
か

ね
が
つ
た
な
あ
」
と
言
い
合
つ
て
い
た
。

深
田
久
弥
の
日
本
百
名
山
に
も

一
緒
に
登

っ
て
く
れ
た
。
遠
く
は
北
海
道
の
羅
臼
岳
、

斜
里
岳
、
雌
阿
寒
岳
、
鳥
取
県
の
伯
者
大
山

等
。
行
程
の
長
い
高
妻
山
や
日
光
白
根
山
、

男
体
山
、
両
神
山
等
、
伊
藤
さ
ん
の
年
代
で

頑
張
つ
た
も
の
だ
と
思
う
。
他
の
登
山
者
は
、

伊
藤
さ
ん
の
年
齢
を
開
く
と

「年
寄
り
の
登

る
山
で
は
な
い
。
大
し
た
も
ん
だ
」
と
驚
い

て
い
た
。
つ
い
で
に
寄
る
観
光
地
も
、
地
元

の
由
緒
あ
る
里
山
も
楽
し
か
つ
た
。
民
宿
で

一
緒
の
一
杯
も
美
味
し
か
つ
た
。

伊
藤
さ
ん
の
口
癖
は

「
こ
ん
た
に
遠
く
の

い
い
山
さ
、
こ
ん
た
に
登
る
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
連
れ
て
き
て
も
ら
つ
て
有
難
が
で

な
あ
」、
私
は

「
つ
い
て
来
て
け
で
有
難
が
で

な
」
と
笑
い
合
つ
た
も
の
だ
っ
た
。

暇
人
の
伊
藤
さ
ん
と
私
、
ベ
テ
ラ
ン
の

長白瀑布にて 。左端が伊藤さん
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佐
々
木
（民
）
さ
ん
の
二
人
は

「三
馬
鹿
ト
リ

オ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
「今
度
の
天
気
の

い
い
日
イ
グ
ド
」
「明
日
の
何
時
集
合
」
の
突

然
山
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

県
内
の
薮
漕
ぎ
の
２
等
三
角
点
巡
り
は
、

急
斜
面
で
は
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
登
り
、
地
図

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
方
向
を
決
め
、
日
印
の

リ
ボ
ン
を
結
び
登
る
。
あ
っ
ち
だ
、
こ
っ
ち

だ
、
と
探
し
て
、
地
面
を
掘
り
起
こ
し
て
三

角
点
を
見
つ
け
た
時
の
喜
び
。
つ
い
で
に
寄

る
県
内
各
地
元
の
里
山
太
平
山
の
祠
探
し
、

ダ

ニ
の
大
鉢
流
山
、
蒸
か
し
サ
ツ
マ
イ
モ
、

時
々
ぶ
つ
く
さ
文
句
を
垂
れ
る
私
を

「そ
う

い
う
も
ん
で
ね
」
と
諭
し
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
つ
た
。
韓
国
の
山
々
、
中
国

。
長
白
山
、

小
笠
原
諸
島
と
想
い
出
は
尽
き
な
い
。
残
念

な
の
は
計
画
し
て
い
た
長
場
内
山
で
あ
る
。

伊
藤
さ
ん
に
と
つ
て
県
内
最
後
の

一
等
三
角

点
の
山
で
あ
つ
た
。

大
館
市
の
城
ヶ
森
、
高
森
、
長
者
山
が
、

伊
藤
さ
ん
と
の
最
後
の
山
行
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
あ
ん
な
に
元
気
で
冗
談
を
言
っ
て
い

た
伊
藤
さ
ん
が
、
そ
の
僅
か

一
週
間
後
の
十

二
月
二
日
、
「さ
よ
う
な
ら
」
も
言
わ
ず
突
然

消
え
て
し
ま
っ
た
。

秋
田
支
部
で
は
、
公
益
的
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
太
平
山
歩
道
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
二
手
ノ
又
登
山
口
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
登
山
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ベ
ン
チ

が
年
数
を
経
て
腐
食
し
、
使
用
不
可
。
こ
の

コ
ー
ス
を
通
る
た
び
に
気
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
設
置
す
る
こ
と
を
支
部
に
提
案
し
、
公

益
的
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
自
分
が
作
製
す
る
こ
と
に
な
り
、

方
々
の
ベ
ン
チ
を
見
た
り
、
登
山
口
ま
で
の

搬
送
も
考
え
て
、
木
製
で
脚
柱
三
本
、
下
に

ブ
ロ
ツ
ク
を
取
り
付
け
、
サ
イ
ズ
は
長
さ

一
。

五

ｍ
、
高
さ
〇
．
四

ｍ
、
巾
〇
．
四

ｍ
を
二

台
と
し
た
。
な
に
せ
素
人
の
私
の
作
業
で
あ

り
、
完
成
ま
で
に
三
日
掛
り
で
あ
っ
た
。

十

一
月
九
日
（土
）
、
天
候
が
心
配
で
あ
っ

た
が
、
二
手
ノ
又
登
山
口
に
参
加
者
十

一
名

が
人
時
に
集
合
。

安
藤

（金
）
委
員
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
歩

道
刈
り
払
い
隊

（六
名
）
と
、
私
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
ベ
ン
チ
設
置
隊
（五
名
）
の
二
組
に

別
れ
、
作
業
を
開
始
し
た
。

作
業
中
、
登
山
者
か
ら

「ご
苦
労
さ
ん
、

有
難
で
し
な
あ

（有
難
い
で
す
ご

と
声
を
か

け
ら
れ
ハ
ツ
ス
ル
す
る
。

九
時
三
十
分
、
ベ
ン
チ
設
置
を
無
事
に
終

え
て
、
刈
り
払
い
隊
と
合
流
す
る
た
め
前
岳

に
向
か
う
◇

稜
線
の
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ブ
ナ
の
黄
葉
が
実
に
綺
麗
で
あ
る
。

刈
り
払
い
隊
の
機
械
音
が
か
す
か
に
聞
こ

え
て
来
る
。
整
備
さ
れ
た
後
の
歩
道
を
登

て
ゆ
く
の
で
歩
き
や
す
く
気
持
ち
が
良
い
。

前
岳
に
到
着
し
た
ら
刈
り
払
い
隊
の
リ

ュ

ッ
ク
が
デ
ポ
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
中
岳

ヘ

向
か
っ
て
進
ん
で
い
た
。

安
藤
（金
）
委
員
、
佐
藤
博
委
員
の
機
械
操

作
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

鈴
木
（裕
）
委
員
は
前
岳
に
残
り
、
全
員
、

十

一
時
に
中
岳
到
着
。
天
候
も
良
好
、
刈
り

払
い
し
た
高
台
か
ら
は
、
鶴
ケ
岳
、
奥
岳
が

す
っ
き
り
と
望
ま
れ
る
。

昼
食
は
前
岳
で
と
い
う
こ
と
で
前
岳
ま
で

下
山
す
る
。

前
岳
に
着
く
頃
、
鈴
木
（裕
）
委
員
が
大
発

見
と
叫
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
平
成
二
十

一

年
に
支
部
設
立
五
十
周
年
事
業
と
し
て
前
岳

に
設
置
し
た
が
、
悪
質
な
登
山
者
に
よ
り
、

抜
き
取
ら
れ
、
捨
て
ら
れ
て
い
た
前
岳
の
標

柱
で
あ
っ
た
。
前
岳
山
頂
近
く
の
薮
の
中
で

偶
然
に
発
見
し
た
と
い
う
。

ベ
ン
チ
設
置
や
標
柱
発
見
の
話
題
で
昼
食

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

三
時
、
二
手
ノ
又
登
山
口
着
。
設
置
し
た

ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け
た
り
、
記
念
写
真
を
撮

つ
た
り
し
て
か
ら
解
散
と
な
つ
た
。

太
平
山
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
こ
の

コ
ー
ス
の
登
山
者
か
ら
、
小
休
上
に
大
変
良

い
と
言
わ
れ
嬉
し
い
。

参
加
者
　
佐
々
木
民
秀
　
今
野
昌
雄

鈴
木
裕
子
　
佐
藤
　
博

高
橋
忠
雄

石
川
祐
子
　
柴
田
　
勧

佐
々
木
長
秀

安
藤
金
栄
、
熊
谷
光
子

太
平
山
県
立
自
然
公
園
管
理
員
　
畠
山
秀
雄

鈴
木
裕
子
会
員

「
秋
田
県
の
２
等
三
角
点
の
山
」
と

「
大
館
ト
レ
イ
ル
の
山
」
を
完
登

鈴
木
裕
子
会
員
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月

二
十
六
日
に
湯
沢
市
の
兜
山
に
登
り
、
秋

田
県
内
の
二
万
五
千
分

一
の
地
図
に
記

載
の
あ
る
２
等
三
角
点
の
山

。
一
〇
〇
山

（大
山
含
む
）
を
、
ま
た
、
大
館
市
発
行

「大
館
ト
レ
イ
ル
の
山
」
の
鍋
越
山

（大

茂
内
）
へ
、
同
年
四
月
二
十
二
日
に
登
り
、

同
ブ
ツ
ク
の
五
十
六
山
を
完
登
し
た
。

（
一
等
三
角
点
二
十
四
山
は
完
登
済
）

伊藤さん佐 )と 最後の山行となつた

城ヶ森 (大館市・11月 25日 )

設置したベンチの前で



日 本 山 岳 会 秋 田 支 部 (4)

一
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
開
催

二
十
五
日
、
市
ケ
谷

。
本
会
会
議
室
。

午
後

一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

高
原
理
事
の
進
行
で
始
ま
り
、
森
会
長
の

挨
拶
は
、
会
員
の
増
強
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

お
願
い
で
あ
っ
た
。

会
務
報
告
に
入
り
、
黒
川
副
会
長
か
ら
本

会
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
案

が
示
さ
れ
、
そ
の
内
、
支
部
参
画
事
業
は
、

支
部
企
画
海
外
登
山
の
支
援
、
ョ
一百
名
山
ツ

ア
ー
」、
支
部
登
山
教
室
の
支
援
、
日
本
四
千

山
登
山
体
系
の
集
約
、
グ
レ
ー
ト
ヒ
マ
ラ
ヤ

ト
レ
ー
ル
一
七
〇
〇
ｋ
を
分
割
し
て
歩
く
等

の
案
が
説
明
さ
れ
た
。
記
念
式
典
は
、
平
成

二
十
七
年
十
二
月
五
日
の
予
定
。

・
支
部
活
性
化
事
業
の
会
員
増
の
案
と
し
て
、

年
度
途
中
の
人
会
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
の

月
割
り
を
検
討
と
の
こ
と
。
支
部
活
性
化
の

知
恵
と
し
て
、
親
子
登
山
、
安
全
登
山
の
講

習
会
、
自
然
観
察
教
室
や
森
づ
く
り
運
動
等
、

公
的
機
関
等
の
助
成
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

や
、
地
元
有
力
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
方

法
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
家
族
登
山
普
及
Ｗ
Ｇ
か
ら
は
、
ま
も
な
く

ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
る
。
現
在
二
十
五
山

程
で
あ
る
が
、
百
山
ま
で
増
や
し
た
い
。
今

後
各
支
部
に
依
頼
す
る
。

・
三
百
名
山
に
つ
い
て
は
、
八
十
六
％
が
提

出
、
二
月
末
頃
校
正
を
お
願
い
す
る
。

。
東
京
都
山
岳
連
盟
を
退
会
。
日
本
山
岳
会

が
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る

社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
都
岳
連
を
退
会

し
、
日
本
山
岳
協
会

・
都
岳
連
と
新
た
な
協

力
関
係
を
構
築
し
て
ゆ
く
。
各
支
部
が
各
県

岳
連
に
加
盟
す
る
か
ど
う
か
は
、
支
部
の
判

断
と
な
る
。

。
今
後
の
支
部
長
、
事
務
局
会
議
は
、
九
月

二
十
日
～
二
十

一
日
に
、
支
部
長
、
事
務
局

担
当
者
の
二
名
出
席
で
行
う
。
六
月
総
会
時

の
支
部
長
会
議
は
廃
止
す
る
。

・
各
支
部
か
ら
の
活
動
報
告
は
北
海
道
か
ら

岐
阜
支
部
ま
で
。
そ
の
後
、
懇
親
会
。

二
十
六
日
、
四
谷

・
プ
ラ
ザ
エ
フ
会
議
室
。

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

。
各
支
部
の
活
動
報
告
。
静
岡
支
部
か
ら
宮

崎
支
部
ま
で
。

。
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
や
二
十
五
年
度

決
算
に
つ
い
て
は
、
本
会

。
各
支
部
と
も
そ

の
事
務
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
例
年
よ
り

も
説
明
が
簡
素
で
あ
っ
た
。

・
十
二
月
支
部
長
会
議
の
資
料
中
、
各
支
部

か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
の
回
答
が
あ
っ
た
。

秋
田
支
部
は
、
会
費
を
減
額
し
、
本
会
と
支

部
間
の
会
計
事
務
を
無
く
し
て
ほ
し
い
と
要

望
し
て
い
た
が
、
公
益
法
人
と
し
て
、
本
会

と
支
部
と
の
連
携
決
算
と
な
る
の
で
出
来
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
支
部
友
の
資
格
に
つ
い
て
各
支
部
と
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

。
事
務
局
か
ら
の
連
絡
は
、
文
書
の
報
告
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
等
。

・
行
事
予
定

東
北

・
北
海
道
地
区
集
会
　
福
島
支
部
主
管
。

七
月
六
日

（日
）
～
七
日

（月
）

全
国
支
部
懇
談
会
　
　
埼
玉
支
部
主
管

十
月
十
人

（土
）
～
十
九
日

（日
）

小
島
烏
水
祭
　
本
会
主
催
　
四
国
支
部
主
管

四
月
十
三
日

（日
）

◎
役
員
会
を

開
催

十
二
月
十
四
日
、
午
後

一
時
か
ら
県
民
会

館
ジ
ョ
イ
ナ
ス
研
修
室
で
開
催
。

十
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
支
部
長
会
議
の

報
告
や
、
二
十
五
年
度
上
半
期
の
事
業
等
の

報
告
の
後
、
二
十
六
年
度
か
ら
の
秋
田
支
部

の
在
り
方
と
し
て
、
支
部
組
織
や
支
部
運
営

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
な
つ
た
。

公
益
法
人
化
に
よ
る
本
会
か
ら
の
指
示

・

要
望
事
項
は
、
会
員
の
増
、
支
部
の
活
性
化
、

ル
ー
ム
の
開
設
、
森
づ
く
り
、
次
期
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
、
同
好
会
の
創
設
、
山
の
日
制
定

運
動
等
が
あ
る
が
、
今
後
も
益
々
増
加
し
て

ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

支
部
で
そ
の
全
て
を
行
う
こ
と
は
、
人

的

。
財
政
的
に
不
可
能
な
状
況
に
あ
り
、
よ

っ
て
可
能
な
事
業
の
み
を
行
う
方
が
良
い
と

の
意
見
が
大
方
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「山
の
日
協
議
会
」
へ
の
入
会
案
内

（年
会
費
五
千
円

。
個
人
加
入
）
も
届
い
て

い
て
、
支
部
会
員
に
加
入
を
勧
め
る
よ
う
依

頼
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
業
以
外
の
要
望

も
多
々
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

支
部
設
立
五
十
五
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
、
祝
賀
会
や
講
演
会
、
記
念
山
行
を
検

討
し
、
支
部
内
輸
の
会
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
事
業
提
案

（事
業
内

容
、
実
施
要
項
添
付
）
が
あ
れ
ば
役
員
会
で

協
議
し
、
総
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
提
案
会
員

を
主
管
者
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
さ

れ
た
。

二
十
六
年
度
の
役
員
改
選
等
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
を
行
っ
た
。

役
員
改
選
は
、
本
会
に
倣
い
、
役
員
会
で

決
定
し
、
総
会
で
承
認
を
頂
く
こ
と
に
な
る

と
の
事
で
あ
っ
た
。

出
席
者
　
佐
々
木
（民
）

鈴
木
（要
）

今
野
（昌
）

鈴
木
（裕
）

福
田
　
柳
田

堀
井

鎌
田

石
川

柴
田
　
一二
浦
（員
）

安
藤
（金
）
高
橋
（忠
）

大
山
（健
）

奥
村
清
明
会
員

太
平
山
系
登
頂
四
〇
〇
〇
日
達
成

奥
村
会
員
は
、
平
成
二
十
六
年

一
月
六

日
、
太
平
山
系
登
頂
四
〇
〇
〇
日
を
達

成
。
今
冬
の
太
平
山
は
凍
風
烈
し
く
、

毎
回
ラ
ッ
セ
ル
で
し
た
。

思
え
ば
、
只
々
、
太
平
山
に
感
謝
。
登

山
界
の
青
春
と
並
走
出
来
た
事
を
幸
せ

だ
と
思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

田
□
善
信
会
員

栂
池

（
長
野
県
）
か
ら

日
本
海

（
富
山
県
）
ヘ

田
国
会
員
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月

一

日
か
ら
六
日
ま
で
、
栂
池
～
白
馬
大
池

～
雪
倉
岳
～
朝
日
岳
～
栂
海
新
道
～
親

知
を
縦
走
。

登
山
者
が
少
な
く
、
静
か
な
山
旅
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

会
員
の
方
で
、
其
々
目
標
の
山
行
を
達
成
さ

れ
た
方
は
事
務
局
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。


